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駒谷剛志弁理士が日本工業所有権法学会 2026年度研究会・総会に
登壇 

― シンポジウム「医療と特許」にて報告 ― 

このたび、弁理士 駒谷剛志が、日本工業所有権法学会 2026 年度研究会・総会 のシンポジウム

「医療と特許」において、報告者として登壇いたします。 

開催概要 

日時：2026 年 6 月 13 日（土）10:00～17:00 

場所：大阪大学・豊中キャンパス 大阪大学会館（大阪府豊中市待兼山町 1-13） 

〔オンライン（Zoom Webinar）配信あり〕 

シンポジウム「医療と特許」 

総会終了後から 17:00 まで開催されるシンポジウム「医療と特許」では、医療・医薬品分野にお

ける特許をめぐる諸問題が多角的に議論されます。駒谷弁理士は、下記のとおり 「医薬品特許

の権利行使についての課題」 と題する報告を行います。 

前田 健 氏（東京大学教授）「司会・総論」 

橘 雄介 氏（九州大学准教授）「医療関連特許の特許性」 

井関 涼子 氏（同志社大学教授）「延長登録の要件と延長特許権の効力」 

愛知 靖之 氏（京都大学教授）「パテントリンケージによる医薬品特許権のエンフォース

メント」 

駒谷 剛志（弁理士）「医薬品特許の権利行使についての課題」 

（報告後、討論・質疑応答） 

 

 

参考リンク 

日本工業所有権法学会 研究会・総会：https://jaipl.org/forum 

https://jaipl.org/forum

